
◆土砂災害の種類

　地震（じしん）や火山の噴火（ふんか）、大雨、竜巻（たつまき）など、自然の力や気象（きしょう）が原因で引き起こされる災害のことを

「自然災害」といいます。自然災害の中でも、山やがけの土砂（土や砂、石などのこと）がくずれたり、くずれた土砂が雨水や川の水とまじっ

て流れてきたりすることによって、家や道路や田畑が土砂でうまったり、人命がうばわれたりする災害を土砂災害とよんでいます。　　土砂

災害は、発生のしくみや土砂の動き方から、大きく「土石流（どせきりゅう）」「地すべり」「がけくずれ」の３つに分類することができます。

土砂災害の多くは、大雨や雪どけ、火山の活動や地震などがきっかけで起こります。

■土 石 流 災 害 ■地 す べ り 災 害 ■急傾斜地の崩壊（崖崩れ）

　土石流災害は、大雨がきっかけとなり、

谷や斜面にたまった土砂が、雨による水

と一緒に一気に流れ出して起こる災害で、

流れの急な河川や、扇状地などで発生す

ることが多いのが特徴となっています。

速いスピードと強い力で、人命や家など

の財産を奪い、道路や線路などの交通網

に被害をおよぼします。

　地すべり災害は、比較的ゆるやかな斜

面において、地中の粘土層などの滑りや

すい層が地下水などの影響で、ゆっくり

と動き出す現象です。広い範囲にわたっ

て起こるのが特徴で、家や田畑、道路な

どの交通網などが一度に被害を受けてし

まいます。地すべりは一日に数ミリ程度

と目に見えないほどの動き方ですが、突

然数メートルも動く事があります。また、

地すべりによってせき止められた川の水

が決壊すると、下流に大災害をもたらす

こともあります。

　がけ崩れ災害は、地面にしみ込んだ水

分で土の抵抗力が弱くなり、弱くなった

斜面が突然崩れ落ちる、急な斜面で発生

する災害です。突発的に起こり、速いス

ピードと強い破壊力をもつがけ崩れでは、

人の命が奪われたり、家などの財産が押

しつぶされるなど、悲惨な災害につながっ

てしまう傾向があります。
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